
菅
茶
山

『
福
山
志
料
』

の
視
点

ー
場
所
と
間
柄

一場所と間柄一

小
論
は
福
山
藩
(
広
島
県
)
の
学
者
菅
茶
山
(
一
七
四
八
一
八
二
七
)
に

よ
っ
て
文
化
六
年
(
一
八

O
九
)
に
記
さ
れ
た
郷
土
資
料
書
『
福
山
志
料
』
の

特
徴
的
な
視
点
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
の
ま
と
め
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、
論
考
を
基
に
し
て
実
践
へ
と
展
開
す
る
基
底
を
も

意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
「
町
お
こ
し
」
、
地
域
振

興
な
ど
を
考
察
す
る
際
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
へ
と
通
じ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
。

菅茶山 f福山志料j の視点

と
こ
ろ
で
、
こ
の
種
の
も
の
は
江
戸
時
代
、
各
藩
に
お
い
て
、
公
私
を
問
わ

ず
多
く
編
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
こ
の
種
の
も
の
の
定
式
的
な
叙
述
形
式
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
執
筆
者
の
思
想
や
各
藩
の
状
況
に
よ
っ
て
独
自
の
側
面
を

も
有
す
る
。
こ
の
『
福
山
志
料
』
も
例
外
で
は
な
い
。
小
論
で
は
特
に
そ
の
独

自
の
視
点
に
着
目
し
て
、
十
九
世
紀
の
そ
の
視
点
が
今
日
の
場
所
論
的
視
点
や

間
柄
の
概
念
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
従
っ
て
、
執
筆
の
意
図
を
主

に
「
例
言
」
を
手
が
か
り
に
得
て
、
そ
れ
が
実
際
の
記
述
の
中
で
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
さ
ら
に
内
容
に
お
い
て
特
徴
的
な
視
点
を
考

察
す
る
。
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な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
、
明
治
四
三
年
発
行
の
活
字
復
刻
版
を
昭
和
五
二
年
に

影
印
復
刻
し
た
も
の
を
用
い
る
。
引
用
に
お
い
て
漢
字
は
現
代
の
も
の
に
直
し
、

荒

正

見

木

筆
者
の
書
き
下
し
を
付
加
し
た
。

「
福
山
志
料
』
例
言

こ
の
「
例
言
」
に
は
一
般
的
な
記
述
と
と
も
に
、
特
徴
的
な
意
図
が
示
唆
さ

れ
る
。
ま
ず
そ
の
特
徴
的
な
項
目
を
拾
い
上
げ
て
、
そ
れ
を
読
み
解
く
。

1 ①
冒
頭
に
「
此
書
煩
雑
ヲ
厭
ハ
ス
シ
テ
詳
備
ヲ
務
ム
」
(
こ
の
書
、
煩
雑
を
い

と
わ
ず
し
て
、
詳
備
を
務
む
)
(
例
言
一
頁
)
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
詳
し
く
記
述
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
イ
マ
真
偽
マ

シ
へ
収
ム
ル
ハ
取
捨
ヲ
慎
ム
也
」
(
今
、
真
偽
交
え
収
む
る
は
取
捨
を
慎
む

也
)
(
例
言
一
頁
)
と
、
あ
え
て
自
己
判
断
で
真
偽
を
選
択
す
る
の
で
は
な

い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
一
事
両
書
ヲ
引
キ
二
所
同
時
ニ
出
ス
ハ

異
同
ト
モ
ニ
存
シ
テ
証
拠
ヲ
多
ク
ス
」
(
一
事
両
書
を
引
き
二
所
同
時
に
出

す
は
異
同
と
も
に
存
し
て
証
拠
を
多
く
す
)
(
例
言
二
員
)
と
、
一
つ
の
こ

と
に
二
つ
の
引
用
を
し
て
二
つ
の
内
容
を
同
時
に
出
す
の
は
、
異
同
を
共
に

提
出
し
て
判
断
の
根
拠
を
多
く
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
書
は
、
理
論
的
思
想
的
内
容
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
資
料

性
に
徹
す
る
と
い
う
姿
勢
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
三
百
二
十
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部
も
の
引
用
書
目
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
(
引
用
書
目
一
ー
一
七
頁
)
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
例
言
の
中
で
も
、
「
此
書
片
仮
名
モ
テ
シ
ル
ス
レ
ト
モ
引
書
ハ
男

文
字
女
文
字
ミ
ナ
原
文
ニ
シ
タ
カ
フ
史
徴
ノ
例
ニ
ナ
ラ
フ
也
ソ
ノ
裁
断
シ
テ

意
ヲ
ト
ル
ノ
ミ
ナ
ル
ハ
シ
カ
セ
ス
凡
写
本
断
簡
読
カ
タ
キ
ハ
原
本
ノ
マ
』
ニ

ス
」
(
此
書
片
仮
名
も
て
記
す
れ
ど
も
、
引
書
は
男
文
字
女
文
字
み
な
原
文

に
従
う
史
徴
の
例
に
倣
う
也
。
そ
の
裁
断
し
て
意
を
と
る
の
み
な
る
は
然
せ

ず
。
凡
そ
写
本
断
簡
読
が
た
き
は
原
本
の
ま
h

に
す
)
(
例
言
一
頁
)
と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
は
基
本
的
に
は
片
仮
名
で
記
す
が
、
引
用
は
、

裁
断
し
て
引
用
す
る
も
の
を
除
い
て
原
文
に
忠
実
に
記
す
と
さ
れ
て
い
る
。

②
次
に
、
「
中
古
ノ
国
守
縁
日
等
ノ
爵
務
租
税
ノ
増
減
学
校
ノ
祭
儀
並
ニ
国
分

寺
ニ
附
シ
タ
ル
僧
徒
ノ
禁
令
ナ
ト
ハ
海
内
諸
国
ミ
ナ
一
同
ナ
レ
ハ
此
国
ノ
ミ

ニ
必
ト
セ
サ
レ
ト
モ
一
国
ノ
事
ハ
他
書
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
概
見
ス
ヘ
キ
カ
為
ニ

略
挙
ス
」
(
中
古
の
国
守
嫁
目
等
の
爵
務
租
税
の
増
減
学
校
の
祭
儀
な
ら
び

に
国
分
寺
に
附
し
た
る
僧
徒
の
禁
令
な
ど
は
海
内
諸
国
み
な
一
同
な
れ
ば
此

国
の
み
に
必
と
せ
ざ
れ
ど
も
一
国
の
事
は
他
書
を
待
た
ず
し
て
概
見
す
べ
き

が
為
に
略
挙
す
)
(
例
言
一
頁
)
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
他
の
諸
藩
で
も
共

通
の
、
政
治
的
運
営
や
文
化
的
儀
式
な
ど
に
つ
い
て
も
、
福
山
に
起
こ
っ
た

こ
と
は
本
書
に
お
い
て
概
見
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
替
え
一
般
的

な
運
営
や
行
事
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
こ
福
山
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
福
山
の

事
実
と
し
て
、
い
わ
ば
福
山
に
特
化
し
た
視
点
に
よ
る
記
述
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

③
ま
た
、
「
山
ハ
管
内
大
抵
南
北
二
僚
ノ
枝
蔓
ニ
出
テ
ス
ソ
ノ
間
名
目
多
ケ
レ

ト
モ
必
シ
モ
シ
ル
サ
ス
水
ハ
人
力
ニ
ヨ
リ
テ
岐
分
併
合
ス
レ
ハ
ヤ
h

詳
-
一
ス
」

(
山
は
管
内
大
抵
南
北
二
僚
の
枝
蔓
に
出
て
、
す
そ
の
間
名
目
多
け
れ
ど
も

必
ず
し
も
記
さ
ず
。
水
は
人
力
に
よ
り
て
岐
分
併
合
す
れ
ば
、
や
や
詳
に
す
)

(
例
言
一
頁
)
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
様
々
に
分
岐
す
る
山
に
つ
い
て
は

簡
潔
に
述
べ
、
む
し
ろ
、
人
の
手
に
よ
る
こ
と
の
多
い
水
に
つ
い
て
は
や
や

詳
し
く
述
べ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
水
利
な
ど
の
実
践
的
な
理
由
や
住
民

の
努
力
の
成
果
を
記
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
さ
ら
に
、
「
憩
亭
ハ
微
小
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
此
園
ノ
ミ
多
ク
ア
リ
テ
他
国
ニ

稀
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ソ
ノ
所
ト
数
ト
ヲ
録
ス
神
社
仏
寺
ハ
小
ナ
ル
ヲ
略
シ
堰

問
橋
何
ハ
顕
タ
ル
ノ
ミ
シ
ル
ス
」
(
憩
亭
は
微
小
の
も
の
な
れ
ど
も
此
園
の

み
多
く
あ
り
て
他
国
に
稀
な
る
も
の
な
れ
ば
そ
の
所
と
数
と
を
録
す
神
社
仏

寺
は
小
な
る
を
略
し
堰
間
橋
何
は
顕
た
る
の
み
し
る
す
)
(
例
言
一
頁
)
と

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
福
山
に
は
「
憩
亭
」
す
な
わ
ち
住
民
が
憩
い
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
集
会
所
が
特
に
多
い
の
で
小
さ
な
も
の
も
記
す
が
、
神

社
仏
閣
や
橋
な
ど
は
主
な
も
の
だ
け
記
す
と
さ
れ
る
。

例
言
は
他
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
小
論
で
の
手
が
か
り
と
し
て
以
上
の
各

項
目
に
注
目
す
る
こ
と
に
す
る
。

2 

「
哲
学
的
場
所
論
」
と
の
構
造
的
比
較

さ
て
、
前
節
に
お
け
る
内
容
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
料
に
つ
い
て
は
原
典
に
忠
実
で
あ
り
、
一
般
的

な
歴
史
資
料
に
お
け
る
福
山
に
関
す
る
記
述
を
記
す
こ
と
、
福
山
独
自
の
記
録

に
関
し
て
は
こ
れ
を
詳
述
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
遍
的
な
記
述
態
度
と
、

記
述
内
容
を
重
視
し
つ
つ
そ
れ
を
背
景
と
し
て
個
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
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い
う
こ
と
と
、
本
文
の
記
述
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
れ
を
歴
史
的
な

考
察
の
中
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
の
方
法
は
、
構
造
的
に
は
哲
学
的
場
所
論

の
方
法
と
類
比
性
を
持
つ
も
の
だ
と
い
え
る
。

筆
者
は
す
で
に
多
く
の
著
書
・
論
文
で
こ
の
哲
学
的
場
所
論
の
方
法
に
つ
い

て
言
及
し
て
き
た
の
で
詳
述
は
避
け
る
が
、
小
論
考
察
に
関
し
て
必
要
最
低
限

の
思
考
構
造
を
、
筆
者
が
執
筆
し
た
事
典
項
目
(
中
村
元
監
修
、
峰
島
姐
雄
責

任
編
集
『
比
較
思
想
事
典
』
東
京
書
籍
、
二

O
O
O年
、
四
一
一
一
ta--

四
一
三
頁
)

を
参
考
に
し
て
簡
潔
に
述
べ
る
。

こ
こ
で
用
い
る
場
所
理
論
は
、
西
田
幾
多
郎
の
場
所
論
に
基
づ
く
。
そ
の
基

本
構
造
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
A

場
所
は
唯
一
、
絶
対
、
無
限

な
存
在
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
(
場
所
の
唯
一
絶
対
無
限
性
)
O
B

場
所
は

自
己
を
限
定
し
て
個
、
す
な
わ
ち
個
別
的
な
事
柄
を
生
じ
る
(
場
所
の
自
己
限

定)。

C

個
は
場
所
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
場
所
を
限
定
す
る
(
個
に
よ

る
場
所
の
限
定
)
。

D

以
上
の
よ
う
な
場
所
と
個
の
相
互
限
定
は
、
相
矛
盾

し
つ
つ
相
互
の
同
一
性
を
保
つ
と
い
う
性
質
、
す
な
わ
ち
絶
対
矛
盾
の
自
己
同

一
と
い
う
性
質
を
持
つ
が
、
そ
の
相
互
限
定
し
つ
つ
同
一
性
を
指
向
す
る
運
動

が
歴
史
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
く
(
場
所
の
歴
史
性
)
。
」
(
『
比
較
思
想
事
典
』

四
一
二
頁
)

菅茶山 f福山志純』の観点

A
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
哲
学
的
場
所
論
に
お
け

る
「
場
所
」
と
は
、
従
来
存
在
そ
の
も
の
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
最
も
普
遍
的
な

存
在
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
ら
れ
る
構
造
自
体
は
、
普
遍
的
な

理
論
で
あ
る
以
上
、
醤
え
「
場
所
」
が
特
定
の
場
所
、
ひ
い
て
は
、
特
定
の
事

柄
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
い
ま
、
そ
の
特
定
の
場
所
と
は
「
福
山
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
構
造
は
、
『
福
山
志
料
』
で
、
そ
の
冒
頭
、
巻
之
一
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「
国
郡
名
号
」
の
記
述
に
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
記
述
で
は
「
備
後
」
と
い
う

国
名
を
導
く
た
め
に
ま
ず
「
吉
備
」
と
い
う
国
名
の
記
録
か
ら
取
り
掛
か
る
。

そ
れ
も
『
日
本
紀
』
『
旧
事
記
』
な
ど
の
普
遍
的
意
味
を
持
つ
古
典
を
引
用
し

つ
つ
、
「
伊
弊
諾
伊
拝
冊
尊
(
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
と
の
国
生
み
の

神
話
か
ら
説
く
。
(
巻
之
一
、
=
貝
)

ま
た
、
「
山
陽
」
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
、
『
古
語
拾
遺
』
か
ら

「
素
蓋
鳴
尊
(
す
さ
の
お
の
み
こ
と
)
」
神
話
の
「
根
国
」
を
基
に
し
て
、
「
今

按
ニ
古
史
通
ニ
根
国
ト
去
ハ
山
陽
山
陰
ナ
リ
根
ハ
ス
ナ
ハ
チ
山
ナ
リ
ト
去
」

(
今
按
ず
る
に
古
史
通
に
根
国
と
い
う
は
山
陽
山
陰
な
り
根
は
す
な
わ
ち
山
な

り
と
い
う
)
(
巻
之
一
、
一
頁
)
と
、
「
山
陽
山
陰
」
の
語
源
を
「
根
国
」
に
求

め
て
い
る
。
(
巻
之
一
、
一
頁
)

こ
の
よ
う
に
、
「
山
陽
」
「
吉
備
」
等
に
言
及
し
た
う
え
で
、
「
備
後
国
」
に

つ
い
て
は
、
「
今
按
ニ
コ
ノ
国
モ
ト
吉
備
ヨ
リ
出
シ
ハ
著
シ
ケ
レ
ト
イ
ツ
ノ
御

時
ワ
カ
タ
レ
シ
ヤ
尋
カ
タ
シ
」
(
今
按
ず
る
に
こ
の
国
も
と
吉
備
よ
り
出
し
は

著
し
け
れ
ど
い
つ
の
御
時
わ
か
た
れ
し
ゃ
尋
が
た
し
)
(
巻
之
一
、
二
頁
)
と
、

吉
備
国
か
ら
分
れ
た
が
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
か
は
不
明
だ
と
し
、
初
出
は
『
日

本
紀
』
の
安
閑
天
皇
二
年
(
六
世
紀
)
の
項
に
あ
る
と
述
べ
る
。

古
典
か
ら
該
当
す
る
地
名
の
記
述
を
引
用
す
る
の
は
、
同
種
の
書
で
も
よ
く

行
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
地
名
の
起
源
を
、
広
範
な
地
域

か
ら
徐
々
に
絞
っ
て
い
く
方
法
は
、
こ
の
『
福
山
志
料
』
に
お
い
て
特
徴
的
で

あ
る
。す

な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
方
法
論
的
に
、
普
遍
的
な
古
典
に
依
拠
し
て
個
別

的
な
地
名
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
、
普
遍
に
よ
る
個
の
限
定
の
方
法
を

と
り
つ
つ
、
地
域
的
に
も
、
山
陽
ゃ
、
吉
備
と
い
っ
た
よ
り
普
遍
的
な
地
域
を

背
景
と
し
て
、
備
後
と
い
う
地
域
が
歴
史
的
に
発
生
し
て
来
た
過
程
を
辿
ろ
う
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と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
福
山
と
い
う
個
別
の
土
地
柄
の

説
明
、
す
な
わ
ち
、
個
に
よ
る
普
遍
に
対
す
る
限
定
を
記
述
し
て
い
く
。

『
福
山
志
料
』
で
は
、
以
下
、
そ
の
よ
う
な
場
所
論
的
典
型
と
も
い
え
る
よ

う
な
叙
述
態
度
を
貫
い
て
い
る
。

3
.
人
為
に
配
慮
し
た
記
述
と
「
間
柄
」

上
記
③
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
『
福
山
志
料
』
で
は
、
叙
述
に
お
い
て
人

為
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
形
勝
気
候
」
の
項
(
巻
之
一
、
九
|
一
三
頁
)
に
お
い
て
は
、

気
候
や
地
形
に
関
す
る
物
理
的
な
記
述
が
行
わ
れ
る
の
が
当
然
だ
と
い
え
る
が
、

そ
こ
に
、
水
利
ゃ
、
文
芸
な
ど
の
人
為
の
跡
を
挿
入
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
項
目
の
冒
頭
は
、
以
下
の
よ
う
に
最
も
普
遍
的
な
天
文
上
の
規
定
か
ら

叙
述
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
古
典
的
か
つ
普
遍
的
な
「
貞
享
暦
」
を
引
用
し
、

さ
ら
に
現
代
は
、
と
し
て
「
今
按
ニ
今
時
ノ
推
歩
ニ
テ
備
後
国
北
極
出
地
三
十

四
度
半
ニ
ア
タ
ル
卜
去
」
(
今
按
ず
る
に
今
時
の
推
歩
に
て
備
後
国
北
極
出
地

三
十
四
度
半
に
あ
た
る
と
い
う
)
(
巻
之
一
、
九
貰
)
と
、
現
代
に
も
通
じ
る

地
球
的
な
規
定
を
述
べ
る
。

そ
の
後
、
山
川
に
つ
い
て
地
理
的
に
述
べ
る
が
、
福
山
に
お
い
て
さ
ら
に
特

記
す
べ
き
は
夕
凪
(
夕
和
)
の
記
述
で
あ
る
。

「
タ
和
ハ
ユ
ウ
ナ
キ
ト
ヨ
ム
ヲ
ヨ
ソ
風
四
時
-
一
通
シ
毎
日
七
ッ
時
前
後
ヨ
リ
収

リ
夜
五
ッ
四
ッ
時
ニ
ヲ
コ
ル
ソ
ノ
間
ハ
海
潮
モ
平
カ
ニ
柳
糸
顛
末
モ
ウ
コ
カ
ス

大
風
甚
雨
ノ
日
ト
イ
へ
ト
モ
ソ
ノ
間
ハ
ャ
、
ユ
ル
ム
コ
ト
ア
リ
暑
日
ニ
ハ
早
ク

収
リ
遅
ク
起
ル
ソ
ノ
間
ノ
熱
タ
ヘ
カ
タ
シ
冬
日
ニ
ハ
遅
ク
収
リ
早
ク
ヲ
コ
ル
ヨ

ホ
ト
叫
号
ス
ル
日
ニ
テ
モ
路
二
三
十
町
ア
ユ
ム
間
ハ
必
静
ナ
リ
必
黄
昏
ニ
ア
リ

郷
俗
コ
レ
ヲ
備
後
ノ
ユ
ウ
ナ
キ
ト
イ
へ
卜
モ
一
国
ニ
ハ
カ
キ
ラ
ス
」
(
夕
和
は

ゅ
う
な
ぎ
と
よ
む
。
お
よ
そ
風
四
時
に
通
じ
毎
日
七
ッ
時
前
後
よ
り
収
り
夜
五
ッ

四
ッ
時
に
起
こ
る
。
そ
の
聞
は
海
潮
も
平
か
に
柳
糸
顛
末
も
動
か
ず
。
大
風
甚

雨
の
日
と
い
え
ど
も
、
そ
の
聞
は
や
や
ゆ
る
む
こ
と
あ
り
。
暑
日
に
は
早
く
収

り
遅
く
起
こ
る
。
そ
の
聞
の
熱
た
え
が
た
し
。
冬
日
に
は
遅
ク
収
り
早
く
起
こ

る
。
よ
ほ
ど
叫
号
[
注
一
正
字
H
泣
き
叫
ぶ
]
す
る
日
に
で
も
、
路
二
三
十
町

歩
む
聞
は
必
ず
静
か
な
り
。
必
黄
昏
に
あ
り
。
郷
俗
こ
れ
を
備
後
の
ゅ
う
な
ぎ

と
い
え
ど
も
一
国
に
は
か
ぎ
ら
ず
。
)
(
巻
之
一
、
一

O
l
一
一
頁
)

こ
の
よ
う
な
郷
土
に
特
徴
的
な
風
土
的
気
象
に
つ
い
て
詳
述
し
つ
つ
も
、
冷

静
に
「
一
国
に
は
限
ら
ず
」
と
広
い
視
野
で
述
べ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
こ
と
は
、
人
間
と
気
象
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
和
辻
哲
郎
に
お

け
る
「
間
柄
」
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

和
辻
哲
郎
『
風
土
』
(
昭
和
一

O
年
/
昭
和
一
八
年
)
に
お
い
て
、
人
間
存

在
の
「
存
在
論
的
把
捉
」
は
、
主
観
性
を
超
越
す
る
意
味
に
お
い
て
哲
学
的
用

語
に
お
け
る
「
超
越
」
的
把
握
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
そ
れ

は
ま
ず
第
一
に
他
人
に
お
い
て
己
れ
を
見
い
だ
し
、
自
他
の
合
一
に
お
い
て
絶

対
的
否
定
性
に
還
り
行
く
、
と
い
う
意
味
で
の
超
越
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
従
っ

て
人
と
人
と
の
「
間
柄
」
が
超
越
の
場
面
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
」
(
和
辻
哲
郎

『
風
土
』
岩
波
書
庖
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
/
二

O
O七
年
、
二
二
頁
)

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
と
人
と
が
関
わ
り
あ
う
こ
と
で
む
し
ろ
相
互
に
相

手
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
合
う
の
が
人
と
人
と
の
「
間
柄
」
で
あ
る
。

ま
た
「
第
二
に
超
越
は
、
右
の
ご
と
き
間
柄
の
時
間
的
構
造
と
し
て
、
本
来
す

で
に
歴
史
的
意
義
を
帯
び
て
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
」
(
『
風
土
』
二
二
頁
)
と

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
記
場
所
論
の
「
場
所
の
歴
史
性
」
と
も
酷
似
し
て
、



相
互
限
定
的
な
間
柄
は
、
時
間
構
造
の
中
で
は
歴
史
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
「
第
三
に
超
越
は
風
土
的
に
外
に
出
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
人
聞
が
風
土
に
お
い
て
己
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
」
(
『
風
土
』
二
二
頁
)

と
さ
れ
、
「
身
体
の
自
覚
」
「
共
同
態
の
形
成
の
仕
方
」
「
意
識
の
仕
方
」
「
言
語

の
作
り
方
」
「
生
産
の
仕
方
」
「
家
屋
の
作
り
方
」
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
聞
が
自
然
や
環
境
な
ど
の
風
土
と
の
関
係
に
お
い
て
、
自
己
表

現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一嶺所と間柄一

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
間
柄
」
に
つ
い
て
一
歩
進
ん
で
特
に
顕
著
な
の
は
、

文
学
、
芸
術
面
で
の
、
人
間
と
、
形
勝
気
候
な
ど
に
お
け
る
表
現
だ
と
い
え
る
。

先
の
夕
和
(
夕
凪
)
に
関
し
て
は
、
「
タ
な
き
の
藤
江
の
浦
の
い
り
海
に
櫨

(
す
ず
き
)
つ
る
て
ふ
あ
ま
の
お
と
め
子
新
六
帖
衣
笠
内
大
臣
」
と
「
こ

ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦
の
夕
な
き
に
ゃ
く
や
も
し
ほ
の
身
も
こ
か
れ
っ
、
新
勅

撰
定
家
卿
」
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
(
巻
之
一
、
一
一
頁
)

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
文
学
的
表
現
に
至
る
こ
と
は
、
論
理
的
な
哲
学
性
に

逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
慎
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

菅茶山 F福山志粍』の視点

坂
部
恵
『
和
辻
哲
郎
|
異
文
化
共
生
の
形
|
』
(
岩
波
書
臣
、
岩
波
現
代

文
庫
、
二

O
O
O年
)
で
は
、
『
風
土
』
と
い
う
著
作
の
価
値
に
つ
い
て
、
「
〈

生
き
ら
れ
る
空
間
v
論
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
「
そ
れ
が
、
ま
た
、

和
辻
な
り
の
身
体
論
で
あ
る
こ
と
」
「
和
辻
自
身
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
、
一
貫

し
て
〈
直
観
v
の
方
法
に
よ
っ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
、
八
説
明
v
よ
り
は
八
理
解
〉

の
方
法
に
即
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
」
(
九
七
頁
)
と
列
記
さ
れ
て
い
る
。
八

生
き
ら
れ
る
空
間
v
論
に
関
し
て
は
、
い
ま
ま
さ
に
記
述
さ
れ
つ
つ
あ
る
そ
の

根
本
姿
勢
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
身
体
論
と
〈
直
観
v

の
方
法
と
は
、
先
に
拙
論
で
「
そ
の
す
べ
て
が
連
続
し
て
、
し
か
も
主
客
合
一
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的
に
、
さ
ら
に
共
同
主
観
的
に
我
々
に
お
い
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な

気
象
・
気
候
条
件
は
「
風
土
」
と
呼
ば
れ
る
。
」
(
「
方
法
と
し
て
の
直
観

l

和
辻
哲
郎
「
風
土
」
に
お
け
る
方
法
」
、
『
比
較
思
想
論
輯
第
一
三
号
』
比

較
思
想
学
会
福
岡
支
部
『
比
較
思
想
論
輯
第
二
ニ
号
』
比
較
思
想
学
会
福
岡

支
部
、
二

O
O七
年
、
二
一
六
頁
)
と
述
べ
た
よ
う
に
、
総
合
的
に
し
か
も
瞬
時

に
全
体
を
把
握
す
る
と
い
う
性
格
を
有
し
、
い
わ
ば
、
論
理
的
分
析
的
方
法
と

車
の
両
輪
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
文
化
を
支
え
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し

て
風
土
の
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
が
そ
の
ま
ま
規
定
と
な
っ
て
い
る
対
象
に
対
し

て
は
、
特
に
、
論
理
的
分
析
的
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
直
観
的
方
法
が
有
効
だ

と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
直
観
的
方
法
の
極
が
、
芸
術
的
表
現
で
あ
る

」
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

す
な
わ
ち
、
『
福
山
志
料
』
で
の
人
為
へ
の
配
慮
は
、
単
に
人
の
作
為
を
記

す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
間
柄
」
を
意
識
し
た
風
土
的
な
色
彩

の
強
い
表
現
だ
と
い
え
る
。

ま
た
、
④
で
言
及
さ
れ
た
「
憩
亭
」
も
、
「
間
柄
」
の
色
彩
の
強
い
施
設
で

あ
る
。「

憩
亭
」
の
由
縁
や
今
日
に
お
け
る
正
確
な
分
布
な
ど
に
つ
い
て
、
筆
者
の

調
査
は
未
だ
進
ん
で
い
な
い
の
で
そ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
の
施

設
は
丁
度
、
辻
堂
に
相
当
す
る
く
ら
い
の
規
模
の
東
屋
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
憩

亭
」
と
呼
び
、
寄
り
合
い
や
祭
り
の
立
会
い
所
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
日

も
そ
の
多
く
は
残
存
し
、
住
民
の
憩
い
や
交
流
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

『
福
山
志
料
』
に
お
け
る
記
述
は
、
「
憩
亭
五
青
木
薬
師
堂
東
光
寺

宮
本
二
股
新
屋
敷
」
(
巻
之
十
二
、
一

O
頁
)
と
さ
れ
る
深
津
郡
本
庄
村

の
例
の
よ
う
に
、
ま
た
、
「
憩
亭
三
築
山
堂
大
迫
堂
辻
堂
」
(
巻
之
十
二
、

二
四
頁
)
と
さ
れ
る
深
津
郡
千
田
村
の
例
の
よ
う
に
、
場
所
や
堂
の
名
称
が
混
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在
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
施
設
に
は
多
く
の
場
合
、
地
蔵
や
観
音
な
ど

が
祭
ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
も
石
仏
な
ど
が
祭
ら
れ
て
い
る
(
写
真
1
1

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
「
憩
亭
」
に
着
目
し
、
特
記
す
る
こ
と
に

は
、
小
論
で
着
目
し
て
い
る
視
点
が
重
層
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
第
一
は
、
そ
れ
が
福
山
と
い
う
土
地
を
特
徴
付
け
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
場
所
論
を
顧
み
れ
ば
、
個
と
し
て
際
立
つ
対
象
を
挙
げ
る
こ
と
は
、

個
の
全
体
に
対
す
る
限
定
と
し
て
そ
の
場
所
全
体
の
豊
か
さ
を
象
徴
し
表
現
す

る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
そ
の
第
二
に
は
、
そ
の
よ
う
な
人
為
的
対
象
を
挙
げ
る
こ
と
そ
の
こ

と
が
、
「
間
柄
」
を
意
識
し
た
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
「
憩
亭
」
と
い
う
対
象
そ
れ
自
身
が
、
「
間
柄
」
を
具
現
す

る
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
「
間
柄
」
こ

そ
が
、
福
山
藩
の
優
れ
た
点
だ
と
表
明
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

か
く
し
て
、
『
福
山
志
料
』
に
お
け
る
人
為
の
記
述
は
、
首
尾
一
貫
し
て
、

場
所
論
と
「
間
柄
」
論
と
の
統
合
的
な
内
容
を
持
つ
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え

よ
う
。

4

ま
と
め

菅
茶
山
に
お
け
る
「
間
柄
」
の
実
践

最
後
に
、
「
間
柄
」
を
意
識
し
た
方
法
を
貫
け
ば
、
次
の
段
階
と
し
て
実
践

に
結
び
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

佐
藤
康
邦
・
清
水
正
之
・
田
中
久
文
編
『
蘇
る
和
辻
哲
郎
人
文
科
学
の
再

生
に
向
け
て
』
(
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
九
年
)
所
収
論
文
、
片
山
洋
之

介
「
日
常
性
と
倫
理
学
」
で
は
、
「
間
柄
」
を
和
辻
倫
理
学
の
出
発
点
と
位
置

そ
れ
が
「
日
常
的
了
解
と
倫
理
学
と
の
共
鳴
」
(
一
四
頁
)
だ
と
評
価

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
、
小
論
で
先
に
場
所
論
の
構
造
と
し
て
述

べ
た
よ
う
な
個
と
全
体
と
の
相
互
矛
盾
的
な
相
互
限
定
が
あ
る
と
い
う
困
難
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
提
起
を
含
む
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

か
ら
こ
そ
、
理
論
の
実
践
を
行
い
、
矛
盾
に
ぶ
つ
か
っ
て
ま
た
理
論
を
深
め
る

こ
と
こ
そ
が
、
研
究
者
と
し
て
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

官
茶
山
も
そ
の
方
法
の
帰
結
と
し
て
、
積
極
的
な
実
践
へ
と
展
開
し
た
こ
と
で
、

む
し
ろ
著
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
軸
と

し
た
調
査
研
究
を
展
開
し
て
い
る
が
、
小
論
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
小
論
と
関

係
す
る
概
要
の
み
を
記
す
。

二
O
O六
年
(
平
成
一
八
年
)
三
月
一
日
に
広
島
県
福
山
市
に
合
併
し
た
神

辺
町
に
は
、
「
廉
塾
な
ら
び
に
菅
茶
山
居
宅
」
(
一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
三

月
=
二
日
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
)
す
な
わ
ち
、
士
官
茶
山
が
教
え
た
塾
「
廉
塾

(
れ
ん
じ
ゅ
く
ど
が
あ
る
(
写
真
3
)
。
施
設
の
説
明
に
よ
る
と
、
「
廉
塾
」
は

天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
に
、
私
塾
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
当
初
は
、
南
面
す

る
黄
葉
山
(
こ
う
よ
う
ざ
ん
)
に
因
ん
で
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
(
こ
う
よ
う
せ
き

ょ
う
そ
ん
し
ゃ
)
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
後
に
、
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
十

月
に
、
田
畑
と
塾
を
福
山
藩
に
献
上
し
、
塾
は
藩
の
郷
塾
と
な
っ
た
。
そ
れ
か

ら
は
「
神
辺
学
問
所
」
ま
た
は
「
闇
塾
」
も
し
く
は
、
「
廉
塾
」
と
呼
ば
れ
る

てコ
け

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

酒
造
家
の
当
主
で
あ
り
な
が
ら
三
十
四
歳
に
し
て
塾
を
開
い
た
理
由
は
、
神

辺
を
通
っ
て
い
た
山
陽
道
を
行
き
交
う
人
々
に
教
育
を
、
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
自
体
、
質
の
高
い
間
柄
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、

彼
は
さ
ら
に
そ
れ
を
推
進
し
た
と
さ
れ
る
。

森
鴎
外
の
小
説
で
知
ら
れ
る
、
文
化
一

O
年
(
一
八
一
三
)
廉
塾
の
都
講



一場所と間柄一

(
塾
頭
)
を
も
務
め
た
弟
子
、
北
条
霞
亭
(
一
七
八
O
|
一
八
二
三
)
の
墓
所

は
、
頼
山
陽
の
碑
銘
で
知
ら
れ
る
東
京
巣
鴨
・
真
性
寺
に
あ
る
も
の
の
他
、
神

辺
に
お
け
る
菅
茶
山
の
墓
所
(
写
真
2
)
の
あ
る
菅
一
族
の
墓
所
に
も
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
』
、
ま
た
、
富
士
川
英
郎
『
官
茶
山
と
頼

山
陽
』
(
平
凡
社
、
昭
和
四
六
年
/
昭
和
五
六
年
)
所
収
の
年
譜
(
二
五
八

二
五
九
頁
)
に
よ
れ
ば
、
頼
山
陽
(
一
七
八
O
一
八
三
二
)
は
、
脱
藩
の
罪

で
寛
政
十
二
年
(
一
八
O
O
)
か
ら
事
和
三
年
(
一
八
O
三
)
ま
で
広
島
の
父

春
水
(
一
七
四
六
|
一
八
三
ハ
)
の
屋
敷
で
幽
閉
さ
れ
、
そ
れ
が
許
さ
れ
て
完

全
に
自
由
に
な
っ
た
の
が
、
文
化
二
年
(
一
八
O
五
)
で
あ
る
が
、
そ
の
後
安

住
の
地
を
求
め
て
、
文
化
六
年
(
一
八
O
九
)
広
島
を
出
て
、
は
じ
め
に
赴
い

た
の
が
こ
の
廉
塾
で
あ
る
。
彼
は
、
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
ま
で
滞
在
し
、

そ
の
後
大
坂
を
経
て
京
都
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
天
明
期
を
典
型
と
し
て
、
江
戸
時
代
は
全
国
的
に
飢
鰻
が
相
次
い

だ
が
、
菅
茶
山
は
い
ち
早
く
、
自
宅
の
倉
を
社
倉
と
し
、
貧
し
い
人
々
を
救
い
、

さ
ら
に
は
藩
内
の
豊
か
な
人
々
を
説
得
し
て
、
次
々
に
社
倉
を
増
や
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

菅茶山 f福山志粍』の視点

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
神
辺
で
は
誰
一
人
と
し
て
、
「
か
ん
ち
ゃ

ざ
ん
」
と
呼
び
捨
て
に
す
る
人
は
い
な
い
。
必
ず
「
ち
ゃ
ざ
ん
先
生
」
と
「
先

生
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
『
福
山
志
料
』
の
豊
か
な
記
述
は
、
学
ぶ
べ
き
は
多
い
。

こ
こ
か
ら
菅
茶
山
や
和
辻
倫
理
学
の
方
法
を
意
識
し
つ
つ
一
歩
進
ん
で
、
で

は
、
日
常
の
活
動
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
行
為
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
特

に
、
こ
の
場
合
、
郷
土
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
行
日
え
ば
よ
い
の
か
。

そ
の
視
点
の
第
一
は
、
場
所
論
か
ら
導
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
、
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古
典
を
参
考
に
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
個
の
自
立
的
な
自
己
発
展
と
、
全
体
の
限
定
と
が
せ
め
ぎ
合
っ

て
形
成
し
た
歴
史
の
中
で
醸
さ
れ
て
き
た
事
柄
を
分
析
し
、
そ
こ
に
そ
の
地
域

の
本
質
を
知
り
、
そ
の
本
質
に
従
っ
て
、
地
域
の
新
た
な
展
開
を
企
図
す
る
こ

と
が
、
実
際
に
は
最
も
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
厳
密
な
テ

キ
ス
ト
解
釈
や
、
個
人
的
な
好
み
や
特
定
の
利
益
を
排
す
る
客
観
的
考
察
な
ど

の
、
学
問
的
方
法
が
要
求
さ
れ
る
。

第
二
に
は
、
「
間
柄
」
を
意
識
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

実
践
に
お
い
て
考
察
す
べ
き
内
容
に
は
、
人
間
の
行
為
、
平
た
く
い
え
ば
、

住
民
の
幸
福
と
い
う
条
件
が
重
な
る
。
歴
史
上
の
個
々
の
事
柄
を
辿
る
に
し
て

も
、
単
に
物
理
的
存
在
を
辿
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
地
球
環
境
の
問
題
が

近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
一
方
向
的
な
物
質
的
豊
か
さ
は
、

Q
O
L
(
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
プ
・
ラ
イ
フ
)
の
ほ
ん
の
一
側
面
で
し
か
な
い
。

人
間
の
総
合
的
な
幸
福
と
は
、
生
き
る
も
の
す
べ
て
の
、
幸
福
の
バ
ラ
ン
ス
の

上
に
成
り
立
つ
と
い
う
古
典
的
な
常
識
が
、
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
様

性
の
倫
理
的
価
値
(
多
様
性
や
、
実
行
し
て
良
い
こ
と
と
良
く
な
い
こ
と
と
の

厳
格
な
区
別
を
わ
き
ま
え
た
無
限
の
知
そ
し
て
そ
れ
を
獲
得
す
る
自
由
、
こ
そ

が
、
人
類
の
生
存
に
と
っ
て
最
終
的
な
危
機
管
理
と
し
て
重
要
な
要
因
で
あ
る
、

と
い
う
考
え
方
。
)
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
事
柄
に
対
し
て
こ
れ
ま

で
以
上
に
豊
か
な
意
味
づ
け
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
豊
か
な
意

味
づ
け
の
ひ
と
つ
が
「
間
柄
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

今
瞥
見
し
た
だ
け
で
、
『
福
山
志
料
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
方
法
論
的

示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

な
お
、
小
論
の
考
察
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
最
も
直
接
的
に

は
、
こ
の
よ
う
な
一
九
世
紀
初
頭
の
一
地
方
に
お
け
る
学
者
の
理
論
が
、
二
O
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世
紀
の
哲
学
者
が
思
索
を
重
ね
た
理
論
に
先
立
つ
先
進
性
を
持
つ
の
は
何
故
か
、

と
い
う
問
い
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
解
答
は
、
古
来
重
要
な
交
通
路
の
一
つ
、
瀬
戸
内
海
航
路
の
関

西
か
ら
最
初
の
寄
港
地
、
輔
ノ
浦
を
有
し
、
か
つ
近
世
の
重
要
な
交
通
路
で
あ

る
山
陽
道
沿
い
の
福
山
と
い
う
土
地
が
、
文
化
の
十
字
路
で
あ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
菅
茶
山
が
裕
福
な
酒
造
家
で
あ

り
、
経
済
的
な
ゆ
と
り
を
持
つ
中
で
、
各
地
に
赴
く
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
情

報
面
の
有
利
さ
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
、
論
証
を
伴
っ
た

今
後
の
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

最
後
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
多
く
の
福
山
市
民

の
方
々
に
感
謝
し
、
福
山
の
豊
か
な
ご
発
展
を
祈
念
す
る
。

直
接
引
用
し
た
資
料
一

菅
茶
山
『
福
山
志
料
』
文
化
六
年
、
明
治
四
三
年
発
行
の
活
字
復
刻
版
を
昭
和

五
二
年
に
影
印
復
刻
し
た
も
の
を
使
用
。

中
村
元
監
修
、
峰
島
旭
雄
責
任
編
集
『
比
較
思
想
事
典
』
東
京
書
籍
、
二

O
O

O
年。

和
辻
哲
郎
『
風
土
』
岩
波
書
臣
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
/
二

O
O七
年
。

坂
部
恵
『
和
辻
哲
郎
|
異
文
化
共
生
の
形
l
』
岩
波
書
店
、
岩
波
現
代
文
庫
、

二
O
O
O年。

片
山
洋
之
介
「
日
常
性
と
倫
理
学
」
、
佐
藤
康
邦
・
清
水
正
之
・
田
中
久
文
編

『
蘇
る
和
辻
哲
郎
人
文
科
学
の
再
生
に
向
け
て
』
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九

九
九
年
、
所
収
論
文
。

富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
と
頼
山
陽
』
平
凡
社
、
昭
和
四
六
年
/
昭
和
五
六
年
。

荒
木
正
見
「
方
法
と
し
て
の
直
観
|
和
辻
哲
郎
「
風
土
」
に
お
け
る
方
法
!
」
、

『
比
較
思
想
論
輯
第
一
三
号
』
比
較
思
想
学
会
福
岡
支
部
、
二

O
O七
年
、

三
三
四
一
頁
。

※
小
論
は
以
下
の
講
演
(
単
独
)
、
口
頭
発
表
(
単
独
)
の
内
容
を
基
に
し
て

再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
「
場
所
論
と
生
活
1
菅
茶
山
『
福
山
志
料
』
と
現
代
」
福
山
市
立
女
子
短
期

大
学
・
福
山
商
工
会
議
所
連
携
事
業
「
ふ
く
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
成
塾
・

人
材
/
生
活
空
間
論

(
1
)
」
二

O
O八
年
一
月
一
二
日
、
福
山
市
立
女
子

短
期
大
学
。

②
「
菅
茶
山
『
福
山
志
料
』
の
場
所
論
的
視
点
」
比
較
思
想
学
会
福
岡
支
部
第

七
八
回
大
会
、
二

O
O八
年
二
月
一
六
日
、
福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
。

(
あ
ら
き

ま
さ
み
)
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